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こ
の
論
文
集
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
、
武
田
佐
知
子
先
生
の
ご
退
職
を
記
念
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

先
生
は
早
稲
田
大
学
文
学
部
を
ご
卒
業
後
、
同
大
学
院
文
学
研
究
科
、
東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
に
進
学
さ
れ
、

一
九
八
五
年
、
大
阪
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
助
教
授
に
就
任
さ
れ
た
。
一
九
九
七
年
に
は
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
か
ら

は
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
と
な
ら
れ
、
大
阪
大
学
理
事
・
副
学
長
の
重
責
も
担
わ
れ
た
。
多
く
の
学
生
の
教
育
と
後

身
の
育
成
に
つ
と
め
、
大
学
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
三
月
に
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

先
生
の
ご
専
門
は
日
本
古
代
史
で
、
衣
服
制
の
問
題
を
身
分
標
識
や
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
の
観
点
か
ら
捉
え
直
す
研
究
か
ら
出

発
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
道
路
を
め
ぐ
る
空
間
認
識
論
、
衣
服
を
軸
に
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
歴
史
的
研
究
、
図
像
研
究
、
そ
し
て
日
本

文
化
論
な
ど
、
幅
広
い
問
題
に
関
心
を
も
た
れ
、
各
分
野
で
成
果
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。

　

学
説
史
上
も
っ
と
も
大
き
な
業
績
の
一
つ
は
、
古
代
衣
服
制
の
研
究
で
あ
る
。
最
初
の
ご
著
書
、『
古
代
国
家
の
形
成
と
衣
服
制

―
―
袴
と
貫
頭
衣
―
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）
は
、
衣
服
制
が
身
分
制
の
現
象
的
形
態
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
構
造
に

対
し
て
働
き
か
け
、
歴
史
の
推
進
を
担
う
主
体
で
も
あ
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
衣
服
制
の
形
成
を
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
国
家

形
成
の
指
標
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
べ
き
こ
と
を
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
は
、
正
倉
院
文
書
の
「
籍
帳
」
の
身
体
特
徴
注
記
を

分
析
し
て
、
農
民
の
衣
服
形
態
を
明
か
す
な
ど
、
き
わ
め
て
斬
新
な
研
究
を
試
み
ら
れ
、
一
九
八
五
年
度
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
を
受

賞
さ
れ
た
。

　

先
生
は
、
そ
の
後
、
衣
服
制
の
分
析
を
さ
ら
に
す
す
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
聖
徳
太
子
信
仰
や
一
遍
聖
絵
の
問
題
解
明
に
着
手
さ

れ
た
。『
信
仰
の
王
権　

聖
徳
太
子
―
―
太
子
像
を
よ
み
と
く
―
―
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
）、『
衣
服
で
読
み
直
す
日
本
史
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―
―
男
装
と
王
権
―
―
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
）、『
一
遍
聖
絵
を
読
み
解
く
―
―
動
き
出
す
静
止
画
像
―
―
』（
編
著
、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
九
年
）、『
太
子
信
仰
と
天
神
信
仰
―
―
信
仰
と
表
現
の
位
相
―
―
』（
編
著
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）、『
着
衣
す
る

身
体
と
女
性
の
周
縁
化
』（
編
著
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、
な
ど
を
世
に
問
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
業
績
に
よ
り
、
一
九
九

五
年
度
の
濱
田
青
陵
賞
を
受
賞
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
に
は
紫
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
。

　

先
生
は
母
思
い
の
人
で
も
あ
っ
た
。『
娘
が
語
る
母
の
昭
和
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
、
激
動
の
昭
和
の
時
代
を
生
き
抜

い
た
母
の
姿
を
生
き
生
き
と
描
き
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。『
虹
の
橋
か
か
れ
―
―
武
田
道
子
書
・
歌
遺
作
集
―
―
』（
嵯
峨
野
書

院
、
一
九
九
七
年
）
は
、
母
の
残
し
た
日
記
や
書
を
、
日
本
女
性
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
復
元
の
視
点
か
ら
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、

母
を
客
観
的
に
見
つ
め
直
そ
う
と
す
る
娘
の
姿
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
論
文
集
は
、
そ
う
し
た
武
田
先
生
の
歴
史
学
の
魅
力
と
、
お
人
柄
に
ひ
か
れ
た
者
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
ま
ず
先
生
ご

自
身
に
、「
平
安
貴
族
に
お
け
る
愛
の
か
た
ち
と
衣
服
の
か
た
ち
―
―
『
と
り
か
え
ば
や
』
の
復
権
―
―
」
と
い
う
巻
頭
論
文
を
書

い
て
い
た
だ
き
、
本
書
全
体
を
厚
み
の
あ
る
も
の
に
で
き
た
。
そ
の
ほ
か
の
執
筆
者
は
、
大
学
の
同
僚
の
ほ
か
、
学
会
活
動
や
研
究

会
を
通
じ
た
研
究
者
仲
間
、
そ
し
て
大
阪
外
国
語
大
学
や
各
地
の
大
学
で
先
生
の
ご
指
導
に
あ
づ
か
っ
た
教
え
子
た
ち
で
あ
る
。

　

寄
せ
ら
れ
た
三
一
本
の
論
考
は
、
多
彩
な
内
容
に
な
っ
た
。
日
本
に
関
連
す
る
分
野
で
は
、
古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
歴
史
、
文

学
、
絵
画
、
習
俗
、
信
仰
な
ど
が
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
海
外
・
異
文
化
交
流
の
分
野
で
は
、
中
国
・
琉
球
・
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の

ほ
か
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
の
政
治
・
文
化
現
象
が
分
析
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
執
筆
者
の
専
門
分

野
は
、
歴
史
学
の
み
な
ら
ず
、
考
古
学
・
文
学
・
美
術
史
学
・
民
俗
学
・
言
語
学
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
さ

に
先
生
の
問
題
関
心
の
深
さ
と
、
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
を
示
す
顔
ぶ
れ
と
な
っ
た
。

　

論
考
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
時
代
別
・
地
域
別
・
専
門
分
野
別
に
構
成
す
る
の
で
は
な
く
、
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
業

績
に
も
関
連
づ
け
て
、「
Ⅰ
衣
装
」「
Ⅱ
信
仰
」「
Ⅲ
古
代
史
の
諸
相
」「
Ⅳ
女
性
」「
Ⅴ
文
化
の
交
錯
」
の
五
つ
の
テ
ー
マ
別
に
す
る
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こ
と
に
し
た
。

　
「
Ⅰ
衣
装
」
に
は
、
先
生
の
メ
イ
ン
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
衣
服
・
異
性
装
・
図
像
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
に
関
わ
る
論
考
を
配
置

し
た
。「
Ⅱ
信
仰
」
で
は
、
先
生
が
着
手
さ
れ
た
太
子
信
仰
研
究
な
ど
の
さ
ら
な
る
深
化
を
め
ざ
す
論
考
や
、
海
域
や
西
洋
に
お
け

る
信
仰
・
祭
祀
に
関
わ
る
研
究
業
績
を
集
め
た
。「
Ⅲ
古
代
史
の
諸
相
」
の
論
考
は
、
先
生
の
専
門
分
野
で
あ
る
日
本
古
代
史
の
研

究
者
が
、
王
権
・
都
城
・
祭
祀
・
伝
承
論
な
ど
に
つ
い
て
書
き
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。「
Ⅳ
女
性
」
は
、
婚
姻
・
出
産
・
参
政
権
・

女
性
解
放
の
問
題
な
ど
、
先
生
が
一
貫
し
て
問
題
関
心
を
も
っ
て
こ
ら
れ
た
、
女
性
史
研
究
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
に
関
わ
る
諸
論
考
に

よ
っ
て
成
り
立
つ
。
さ
ら
に
「
Ⅴ
文
化
の
交
錯
」
は
、
先
生
の
交
通
史
研
究
・
国
際
交
通
論
研
究
に
引
き
つ
け
た
、
異
文
化
交
流
や

地
域
論
な
ど
の
研
究
業
績
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

各
論
考
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
の
新
地
平
を
拓
く
力
作
ば
か
り
だ
と
確
信
す
る
。
先
生
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
読
者
の
皆
様
に

お
読
み
い
た
だ
き
、
ご
批
判
・
ご
指
導
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

武
田
先
生
に
は
今
後
と
も
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。

　
　
　

二
〇
一
四
年
三
月
九
日

武
田
佐
知
子
先
生
退
職
記
念
論
文
集
刊
行
世
話
人

市
大
樹
・
坂
江
渉
・
松
下
正
和
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交
錯
す
る
知
―
―
衣
装
・
信
仰
・
女
性
―
―
◆
目
次

序

Ⅰ　

衣　

装

平
安
貴
族
に
お
け
る
愛
の
か
た
ち
と
衣
服
の
か
た
ち  

 

武
田
佐
知
子　

３

―
―
『
と
り
か
え
ば
や
』
の
復
権
―
―

青
い
鳥
と
紅
い
ス
カ
ー
フ
―
―
杜
甫
「
麗
人
行
」
の
「
青
鳥
飛
去
銜
紅
巾
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―  

 

矢
田
尚
子　

18

唐
代
侍
女
男
装
雑
考  

 

谷
文
則　

３8

『
中
国
歴
代
帝
后
像
』
と
南
薫
殿
の
図
像  

 

堤　

一
昭　

60

帛
御
服
と
御
祭
服
に
つ
い
て
の
諸
問
題  

 

津
田
大
輔　

75

天
平
韋
に
つ
い
て
の
臆
説
―
―
「
天
平
十
二
年
八
月
日
」
に
込
め
ら
れ
た
意
味
―
―  

 

伊
藤　

純　

96

日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
と
宣
教
師
の
装
束  

 

岡
美
穂
子　

112
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Ⅱ　

信　

仰

菅
原
道
真
「
能
書
」
説
の
諸
相
と
そ
の
展
開
―
―
古
代
・
中
世
を
中
心
に
―
―  

 

竹
居
明
男　

135

聖
徳
太
子
の
化
身
説
―
―
『
三
宝
絵
』
と
『
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
』
―
―  

 

稲
城
正
己　

154

近
世
太
子
信
仰
の
成
立
と
天
海  

 

榊
原
小
葉
子　

174

大
阪
天
満
宮
の
渡
辺
吉
賢
と
「
神
酒
笑
姿
」
―
―
平
賀
源
内
「
神
酒
天
神
」
の
投
影
―
―  

 

高
島
幸
次　

194

北
斗
七
星
と
九
曜
星
を
と
も
な
う
江
戸
時
代
の
妙
見
画
像
の
一
例  

 

松
浦　

清　

207

―
―
誤
謬
解
釈
を
越
え
て
―
―

近
世
琉
球
に
お
け
る
媽
祖
信
仰
と
船
方
衆  

 

藤
田
明
良　

232

―
―
那
覇
若
狭
町
村
の
新
参
林
氏
と
そ
の
媽
祖
像
を
中
心
に
―
―

多
重
化
す
る
ロ
ー
カ
ル
な
祭
り
―
―
浮
遊
す
る
聖
人
―
―  

 

井
本
恭
子　

266

Ⅲ　

古
代
史
の
諸
相

難
波
長
柄
豊
碕
宮
の
造
営
過
程  

 

市　

大
樹　

285

「
政
ノ
要
ハ
軍
事
ナ
リ
」
―
―
天
武
一
三
年
閏
四
月
丙
戌
詔
再
考
―
―  

 

井
上
勝
博　

304

荒
ぶ
る
女
神
伝
承
成
立
の
背
景
に
つ
い
て  

 

松
下
正
和　

322

「
風
土
記
」
開
発
伝
承
の
再
検
討
―
―
『
常
陸
国
風
土
記
』
行
方
郡
条
―
―  

 

高
橋
明
裕　

340
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播
磨
国
風
土
記
の
民
間
神
話
か
ら
み
た
地
域
祭
祀
の
諸
相  

 

坂
江　

渉　

354

Ⅳ　

女　

性

日
本
古
代
に
お
け
る
婚
姻
と
そ
の
連
鎖
を
め
ぐ
っ
て  

 

今
津
勝
紀　

377

近
代
日
本
に
お
け
る
化
粧
研
究
家
の
誕
生
―
―
藤
波
芙
蓉
の
事
跡
を
め
ぐ
っ
て
―
―  

 

鈴
木
則
子　

398

小
栗
風
葉
『
青
春
』
に
見
る
男
性
領
域
へ
の
侵
犯
と
女
性
教
師
の
周
縁
化  

 

小
橋
玲
治　

426

タ
イ
文
学
に
み
る
女
性
の
「
解
放
」
―
―
『
ワ
ン
ラ
ヤ
ー
の
愛
』
を
中
心
と
し
て
―
―  

 

平
松
秀
樹　

450

ス
ペ
イ
ン
の
婦
人
参
政
権
に
関
す
る
一
考
察  

 

岡
本
淳
子　

478

土
地
の
表
象
を
纏
う
―
―
「
ご
当
地
キ
テ
ィ
」
を
め
ぐ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
論
―
―  

 

山
崎
明
子　

498

Ⅴ　

文
化
の
交
錯

絲
綢
を
運
ん
だ
南
海
の
船
舶
と
文
化  

 

辻
尾
榮
市　

521

『
浪
花
名
所
獨
案
内
』
を
読
む  

 

辻
尾
千
曉　

540

一
八
世
紀
中
葉
の
兵
庫
津
方
角
会
所
と
惣
代
の
家  

 

河
野
未
央　

553

―
―
岡
方
惣
代
善
八
の
不
正
事
件
を
め
ぐ
っ
て
―
―

近
世
中
後
期
に
見
る
近
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
的
思
考  

 

中
井
祥
雅　

579

近
代
に
お
け
る
奄
美
群
島
か
ら
の
渡
台
者
に
つ
い
て  

 

高
嶋
朋
子　

602
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民
俗
世
界
に
お
け
る
食
の
地
域
性
と
方
言
圏
―
―
北
陸
地
方
の
雑
煮
に
注
目
し
て
―
―  

 

中
井
精
一　

619

リ
ン
ネ
の
「
帝
国
」
と
「
使
徒
」
の
使
命  

 

古
谷
大
輔　

643

―
―
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
見
た
テ
ュ
ー
ン
バ
リ
訪
日
の
背
景
―
―

あ
と
が
き

執
筆
者
紹
介
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あ
と
が
き

　

今
、
本
書
の
目
次
を
見
な
が
ら
、
感
無
量
で
あ
る
。
本
書
に
論
文
を
寄
せ
て
く
れ
た
三
一
人
の
人
々
は
、
す
べ
て
が
私
の
教
え
子

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
会
に
集
っ
て
一
緒
に
勉
強
し
た
、
私
の
尊
敬
す
る
先
輩
研
究
者
で
あ
り
、
同
僚
や
後
輩

の
仲
間
た
ち
で
あ
る
。
分
野
も
日
本
古
代
史
に
限
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
も
い
れ
ば
考
古
学
も
あ
り
、
文
学
、
民
俗
学
、
言
語
学
、

民
族
学
、
美
術
史
学
、
女
性
学
と
、
多
岐
に
わ
た
る
。

　

大
阪
外
国
語
大
学
に
一
九
八
五
年
に
奉
職
し
て
は
や
二
九
年
の
月
日
が
過
ぎ
た
。
私
は
史
学
科
の
教
官
と
し
て
籍
を
お
い
た
の
で

は
な
い
。
得
意
な
語
学
を
武
器
に
、
や
が
て
世
界
に
飛
び
立
っ
て
い
こ
う
と
す
る
学
生
た
ち
に
、
彼
ら
が
赴
い
た
先
の
国
々
の
人
か

ら
尋
ね
ら
れ
る
の
は
、
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
で
あ
り
、
日
本
の
歴
史
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
大
阪
外
大
で
初
め
て
枠
が
設
け
ら

れ
た
日
本
史
の
助
教
授
と
し
て
、
私
は
赴
任
し
た
。
赴
任
当
時
は
外
国
語
を
専
攻
し
て
学
ぶ
学
生
た
ち
に
、
一
般
教
養
と
し
て
の
日

本
史
を
教
え
る
の
が
私
の
任
務
だ
っ
た
。

　

日
本
史
を
学
ぼ
う
と
こ
こ
ろ
ざ
し
て
外
大
に
入
っ
て
く
る
学
生
は
ま
ず
い
な
い
。
外
国
語
の
辞
書
を
片
手
に
、
次
の
時
間
の
授
業

の
予
習
を
兼
ね
て
講
義
を
受
け
に
く
る
学
生
た
ち
に
、
彼
ら
が
内
職
す
る
手
を
止
め
て
、
私
の
話
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
よ
う
、
興

味
の
持
て
る
話
を
と
、
心
が
け
て
授
業
を
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
私
の
書
い
た
も
の
に
つ
い
て
、
皮
肉
ま
じ
り
に
「
よ
く
ま
あ

こ
う
も
人
の
気
を
引
け
る
話
を
書
く
も
の
だ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
そ
れ
は
、
三
〇
年
近
く
や
む
な

く
培
わ
れ
て
き
た
、
私
の
哀
し
い
さ
が
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
必
ず
し
も
歴
史
が
好
き
で
、
日
本
史
が
好
き
で
…
…
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
学
生
た
ち
を
相
手
に
、
些
か
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
歴
史
学
の
、
日
本
史
の
、
お
も
し
ろ
さ
を
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私
な
り
に
説
い
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
一
般
教
養
の
講
義
だ
け
で
な
く
、
関
連
科
目
と
し
て
、「
日
本
文
化
史
演
習
」
と
い
う
ゼ

ミ
を
持
ち
、
少
人
数
で
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
史
料
を
と
り
あ
げ
て
、
学
生
た
ち
と
議
論
を
重
ね
る
こ
と
も
出
来
た
。

　

や
が
て
大
学
改
革
が
行
わ
れ
、
語
学
専
修
の
地
域
文
化
学
科
と
並
ん
で
一
九
九
三
年
に
国
際
文
化
学
科
が
創
設
さ
れ
、
言
語
の
学

習
を
通
じ
て
地
域
の
思
想
・
歴
史
・
社
会
を
知
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
比
較
文
化
講
座
が
出
来
、
私
は
そ
こ
へ
所
属
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
専
攻
の
学
生
も
集
ま
り
、
日
本
史
や
世
界
史
を
学
ぶ
学
生
た
ち
に
、
専
攻
と
し
て
卒
論
指
導
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
九
八
年
に
は
博
士
課
程
も
設
立
さ
れ
て
、
修
士
か
ら
博
士
課
程
へ
と
進
む
学
生
も
出
て
来
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
外
大
の
、
語
学
の
得
意
な
学
生
た
ち
の
、
思
考
の
の
び
や
か
さ
は
ど
う
だ
！　

歴
史
に
進
み
、
文
学
に
進
み
、
語

学
研
究
に
進
ん
だ
に
せ
よ
、
私
は
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
の
発
想
の
豊
か
さ
、
し
な
や
か
さ
に
し
ば
し
ば
舌
を
巻
い
た
。
語
学
の
訓
練
は

右
脳
を
鍛
え
る
と
さ
れ
る
が
、
右
脳
は
イ
メ
ー
ジ
力
や
感
覚
表
現
力
を
養
う
と
い
う
の
は
、
誤
謬
説
も
あ
る
に
せ
よ
語
学
能
力
と
の

相
関
が
あ
る
の
か
も
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　

さ
て
、
こ
う
し
て
学
生
や
院
生
生
活
の
あ
る
時
期
、
私
の
研
究
室
に
集
っ
て
く
れ
た
学
生
の
刺
激
を
受
け
つ
つ
、
私
は
い
く
つ
か

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
科
学
研
究
費
や
学
内
研
究
助
成
、
そ
し
て
サ
ン
ト
リ
ー
財
団
の
助
成
を
得
て
研
究
会
を
組
織
し
、
こ
の
書
に
集

っ
て
く
れ
た
多
分
野
の
研
究
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
勉
強
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
仲
間
た
ち
の
共
同
作
業
の
成
果
と
し
て
本
書
が
あ

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
本
書
は
私
を
刺
激
し
、
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
と
の
知
の
結
晶
な
の
だ
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
私

の
専
門
の
日
本
古
代
史
分
野
の
専
書
で
は
な
い
。
ま
さ
に
「
交
錯
す
る
知
」
の
集
成
な
の
で
あ
る
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
厳
し
い
出
版
事
情
の
な
か
、
こ
の
論
文
集
の
刊
行
を
引
き
う
け
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
思
文
閣
出
版
の
原
宏
一

取
締
役
部
長
と
、
編
集
の
労
を
執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
田
中
峰
人
氏
に
あ
つ
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

 

武
田
佐
知
子
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